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自動車部品製造業 

 
事例47 

 
 

安全最優先の歴史を受け継ぎ、 

全従業員の安全感度の向上を目指す 
 
 

広島市の株式会社デンソー北九州製作所広島工場は、工場創業以来、5S安全診断を継続して実施し、

安全水準の改善に邁進してきた。デンソーから展開される安全施策をきめ細やかに従業員に周知徹

底する中で、36年間休業災害なしの記録を更新し続けている。 

 

株式会社デンソー北九州製作所広島工場・広島県 
 

 
 

安全教育の徹底が新たな課題に 
 

 株式会社デンソー北九州製作所は、1993年にデンソーの北九州工場としてカーエアコン

システムの生産を開始、2006年にはデンソー初の製造部門分離独立会社として新たなスタ

ートを切った。 

 広島工場は、エアコンユニットやラジエーター等を生産し、北九州工場とともにデンソ

ーの西日本生産拠点としてグローバルに事業を展開している。従業員数は233名。かつては

人の変化が少なかったため、従業員はお互いを熟知し、気遣い合う風土が作り上げられて

きたが、2008年の北九州への統合と期を一にして、ベテラン社員の退職や新人、外部人材

の増加という環境の変化が生じている。そこで従業員だけではなく、派遣社員や期間社員

への安全教育の徹底という新たな課題が生まれた。 

 
 

工場で働く全従業員の安全感度の向上を目指して 
 

 同社では、安全教育は、派遣社員や期間社員の受け入れ時に行うほか、安全に対する考

え方が風化していないかどうかをきちんと確認するため、入社して１年後に新たに研修を

行っている（図１）。 

 広島工場の安全衛生活動を担う安全衛生管理組織図を図２に示す。安全衛生委員会は20

名前後の参加で月１回開催し、衛生、安全管理者の育成にも力を入れ、資格取得の拡大を

目指している。 
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５Ｓ安全診断への一般社員の参画が危険予知の視野を広げる 
 

 広島工場では前年度からの課題を振り返る中で、常に新しい挑戦を試みている。例えば

安全感度向上活動の一環として、創業以来継続してきた５Ｓ安全診断は、従来、職制以上

が行ってきたが、2012年度から一般社員も参画することになり、安全に対する考え方のレ

ベルアップが見られるようになった。 

 10部署ごとに年２回、現場目線による生の声をチェックシートによって確認する。ミー

ティングで問題点と改善点をアドバイスし、半年後に改善結果をフォローする体制が確立

した。このことによって自分の職場の危険を見直す目を養い、危険予知の視野を広げるこ

とができるようになった。 

 また、公開作業によるリスクの確認にも一般社員が参画している。ＲＡ評価表、作業要

領書を参加者に配布し、要領書に従って作業者が「言ってやれる段取り作業」を実施し、

これまで社長以下トップがリスクの管理状況を確認してきたが、確認者に一般社員が加わ

ることにより、多くの目でさらに安心できる作業への改善案を提言できるようになった。 

 

5S 安全診断 
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安全意識の浸透と継承をめざして 
 

 同社では、安全意識を高めるために、毎月、『やりにくい作業の安全確保』等のテーマ

を決めて安全基本行動の教え込みを実施している。毎月の第１稼働日を『安全の日』と定

め、朝礼でテーマのポイントを周知している。 

 従業員だけでなく、派遣や期間社員にステップアップ研修を行っているのは、知識・技

能の継承に加え、自分の職場を知り、危険予知の視野を広げ、安全向上を進めること、そ

の大切さを全社員で共感することで、全社の安全感度を高めることを目指している。 
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図１ 派遣・期間従業員 確認テスト 

図２ 安全衛生管理組織図（広島工場） 


